
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
／
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
大
会
へ
向
け
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー

の
普
及
啓
蒙
、
よ
り
積
極
的
且
つ
強
力
に
木
材

活
用
の
推
進
を
図
る
為
、
国
会
議
員
、
関
連
省

庁
、
産
業
界
が
連
携

平
成
29
年
４
月
４
日
㈫
午
後
、
衆
議
院
第
２

議
員
会
館
１
階
の
多
目
的
会
議
室
で
は
木
材
産

業
に
関
わ
る
産
・
官
並
び
に
政
府
与
党
議
員
或

い
は
秘
書
、
業
界
報
道
関
係
者
ら
１
５
０
人
余

が
続
々
と
集
結
す
る
中
、
15
時
か
ら
「
木
の
総

合
文
化
（
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
）
を
推
進
す
る
議

員
連
盟
」（
以
下
、ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
員
連
盟
）

の
設
立
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

少
し
く
そ
の
模
様
を
追
っ
て
見
よ
う
…
。

定
刻
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
員
連
盟
事
務
局

次
長
の
武
部 

新
氏
（
自
民
党
・
衆
議
院
議
員
）

の
総
合
司
会
に
よ
り
「
木
の
総
合
文
化
（
ウ
ッ

ド
レ
ガ
シ
ー
）
を
推
進
す
る
議
員
連
盟
」
設
立

総
会
が
開
始
さ
れ
た
。

早
速
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
員
連
盟
事
務
局

長
の
中
山

泰
秀
氏

（
自
民
党
・

衆
議
院
議

員
）よ
り
、

議
員
連
盟

提
案
と
し

て
の
設
立
趣
意
書
、
役
員
、
規
約
に
つ
い
て
の

案
件
が
示
さ
れ
、
其
々
全
会
一
致
の
拍
手
で

以
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

即
ち
設
立
趣
意
案
と
し
て
の
、『
２
０
２
０

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
に
向
け
て
、
新
国
立
競
技
場
を
は
じ
め
、

各
種
競
技
施
設
や
選
手
村
の
木
造
・
木
質
化
や

椅
子
な
ど
の
各
種
備
品
の
国
産
材
等
の
木
材
利

用
が
検
討
・
推
進
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
は
、
古
来
よ
り
、
豊
か
な
森
林
資
源

を
大
切
に
し
な
が
ら
、神
社
仏
閣
や
木
造
住
宅
、

家
具
建
具
、
木
工
品
・
調
度
品
な
ど
木
材
を
生

活
に
取
り
入
れ
、
技
能
・
技
術
を
磨
き
、｢

木

の
文
化｣

を
育
ん
で
き
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
は
、｢

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ｣

と
し
て
日
本

の｢

木
の
文
化｣

を
世
界
に
発
信
す
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
木
を
使
用
し
た
競
技
施
設

な
ど
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
を
活
用
し
な

が
ら
、
森
林
整
備
の
重
要
性
や
地
球
温
暖
化
の

防
止
、
木

材
利
用
の

促
進
な
ど

の
理
解
を

深
め
、｢

木

の
文
化｣

の
国
際
的

な
交
流
、
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
な
ど
を
展
開
し
、

先
人
た
ち
が
築
い
た｢

木
の
文
化｣

を
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、こ
こ
に｢

木
の
総
合
文
化
（
ウ
ッ

ド
レ
ガ
シ
ー
）
を
推
進
す
る
議
員
連
盟｣ 

（
仮

称
）
を
設
立
し
、｢

木
の
総
合
文
化｣

の
普
及
・

啓
蒙
及
び
木
材
活
用
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
積

極
的
な
取
り
組
み
を
図
る
も
の
と
す
る
。』
と

の
趣
意
書
が
正
式
に
承
認
決
定
さ
れ
、
ま
た
執

行
部
と
し
て
は
会
長
に
衛
藤
征
士
郎
氏
（
自
民

党
・
衆
議
院
議
員
）、
会
長
代
行
に
太
田
昭
宏

氏
（
公
明
党
・
衆
議
院
議
員
）、
幹
事
長
に
原

田
義
昭
氏
（
自
民
党
・
衆
議
院
議
員
）、
共
同

幹
事
長
に
石
田
祝
稔
氏
（
公
明
党
・
衆
議
院
議

員
）、
そ
し
て
事
務
局
長
に
中
山
泰
秀
氏
（
自

民
党
・
衆
議
院
議
員
）、
事
務
局
次
長
に
稲
津 

久
氏
（
公
明
党
・
衆
議
院
議
員
）、
同
じ
く
事

務
局
次
長
と
し
て
武
部 

新
氏
（
自
民
党
・
衆

議
院
議
員
）
が
会
場
の
拍
手
で
以
っ
て
選
出
さ

時の話題

「
木
の
総
合
文
化
（
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
）

を
推
進
す
る
議
員
連
盟
」
が
発
足

自
民
党
・
衆
議
院
副
議
長
の
衛
藤
征
士
郎
議
員
を

会
長
と
す
る
設
立
総
会
開
く

▲事務局長の中山泰秀議員
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▲ウッドレガシー議連設立総会には、国会議員、省庁、産業界から150人余の賛同者が集った

▲総合司会・事務局次長
の武部 新議員

▲賛同する国会議員も忙しい中多数顔を見せていた



れ
、
併
せ

て
、
ウ
ッ

ド
レ
ガ

シ
ー
議
員

連
盟
規
約

案 

（
第
１

条
〜
第
９

条
、
別
掲
）
も
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
幹
事
長
と
な
っ
た
原
田
義
昭

氏
よ
り
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
員
連
盟
の
設
立
経

緯
が
説
明
さ
れ
た
。
原
田
氏
は
「
日
本
は
木
の

文
化
、
木
の
歴
史
が
長
い
。
私
ど
も
は
木
工
関

係
業
界
の
皆
さ
ん
と
関
係
が
深
く
、
何
と
し
て

も
木
の
文
化
を
維
持
発
展
化
さ
せ
、
併
せ
て
２

０
２
０
年
の
オ
リ
・
パ
ラ
に
向
け
て
日
本
の
木

材
を
ど
う
活
用
す
る
か
、
ま
た
、（
将
来
的
に

地
球
や
森
林
）
環
境
保
護
を
考
え
る
転
機
に
し

た
い
と
４
月
４
日
と
い
う
新
し
い
年
度
の
大
事

な
日
が
決
め
ら
れ
、
私
ど
も
議
員
団
の
方
も
非

常
に
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
今
日
の
会
議
を

ご
案
内
し
た
訳
で
あ
り
、
沢
山
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
た
い
と
思
う
。

木
に
関
し
て
は
、
既
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
推
進
議
員
連

盟
、
木
造
住
宅
推
進
議
員
連
盟
、
木
材
利
用
活

動
議
員
連
盟
、
更
に
は
家
具
推
進
議
員
連
盟
等

が
在
る
が
、
そ
れ
を
包
括
す
る
よ
う
な
議
員
連

盟
を
創
れ
た
ら
良
い
と
、木
の
総
合
文
化
、ウ
ッ

ド
レ
ガ
シ
ー
と
い
う
名
前
に
し
た
。
日
本
の
木

材
の
加
工
技
術
と
文
化
を
発
展
さ
せ
、
国
際
社

会
の
模
範
と
な
る
よ
う
木
材
産
業
の
発
展
を
目

指
す
と
云
う
事
で
あ
り
、
私
ど
も（
政
治
）も
そ

う
し
た
期
待
に
し
っ
か
り
応
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

最
終
的
な
目
標
は
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ
・

パ
ラ
の
年
、
国
連
が
国
際
森
林
の
日
と
謳
っ
て

い
る
３
月
21
日
に
国
際
的
な
大
々
的
イ
ベ
ン
ト

を
や
っ

て
、
そ
れ

を
運
動
の

目
標
、
契

機
に
し
て

次
の
将
来

に
向
け
頑

張
ろ
う
で
は
な
い
か
…
。
政
治
的
に
は
自
民
党

と
公
明
党
が
こ
の
問
題
で
は
特
に
親
し
く
付
き

合
い
、
今
後
も
力
を
合
わ
せ
て
遣
っ
て
行
く
。

当
然
、
政
治
的
な
枠
も
広
げ
て
遠
大
な
将
来
目

標
を
定
め
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
衛
藤
征

士
郎
先
生
に
は
会
長
、
太
田
昭
宏
先
生
に
は
会

長
代
行
と
、
重
い
役
を
引
き
受
け
て
頂
き
、
ま

た
石
田
祝
稔
先
生
に
は
共
同
幹
事
長
と
し
て
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ

シ
ー
議
員
連
盟
を
包
括
的
、
横
断
的
な
組
織
に

し
た
い
と
の
強
い
期
待
を
語
っ
た
。

続
い
て
、
会
長
挨
拶
と
し
て
衛
藤
征
士
郎
氏

が
マ
イ
ク
を
片
手
に
、「
原
田
先
生
、
太
田
先

生
と
一
緒
に
協
力
し
て
会
を
進
め
て
参
り
た
い

と
思
う
。
役
員
構
成
に
つ
い
て
は
、
会
長
一
任

で
お
願
い
し
た
い
」
と
問
い
か
け
、
会
場
万
雷

の
拍
手
で
了
承
さ
れ
た
。

衛
藤
氏
は
更
に
「
今
日
は
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ

シ
ー
、
木
の
総
合
文
化
を
推
進
す
る
議
員
連
盟

の
設
立
総
会
に
ご
参
加
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
今
ま
で
在
る
木
材
関
係
の
議
連
は
ど
ち
ら

か
と
云
え
ば
縦
軸
で
、
こ
の
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー

は
完
全
に
横
軸
な
関
係
に
な
る
と
思
う
。
２
０

２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ウ
ッ
ド
レ

ガ
シ
ー
を
推
進
す
る
一
つ
の
目
標
で
あ
り
、
そ

れ
へ
向
け
て
全
力
で
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
を
推
進

し
て
行
こ
う
と
の
考
え
で
あ
る
。

木
の
香
り
が
す
る
家
、
木
の
香
り
が
す
る
故

郷
、ま
た
木
の
香
り
が
漂
う
街
並
、こ
れ
が
我
々

の
目
標
で

あ
る
。
今

日
は
役
所

の
内
閣
官

房
の
他
、

文
部
科
学

省
、
厚
生

労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土

交
通
省
、
環
境
省
か
ら
も
出
席
し
て
協
力
頂
い

て
い
る
。
例
え
ば
、
少
子
高
齢
化
社
会
で
の
人

口
減
少
で
過
疎
が
進
む
中
、
統
合
さ
れ
た
小
・

中
学
校
が
県
産
材
、
国
産
材
で
造
ら
れ
れ
ば
本

当
に
あ
り
が
た
い
話
だ
。
こ
う
い
う
場
面
で
各

省
庁
に
は
合
併
特
例
債
、
辺
地
債
と
か
過
疎
債

の
検
討
を
頂
き
、
ま
た
地
方
交
付
税
の
問
題
で

全
面
的
に
協
力
し
て
貰
い
た
い
。

ま
た
道
の
駅
や
高
速
道
路
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
、
新
幹
線
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
待
合
室
、

地
域
の
公
民
館
、
或
い
は
地
域
の
文
化
会
館
に

も
ふ
ん
だ
ん
に
国
産
材
を
使
っ
て
欲
し
い
等
、

色
々
と
遣
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
さ
ん
と

共
に
、
知
恵
を
絞
っ
て
、
特
に
全
国
の
知
事
、

や
市
町
村
と
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
為
、
議
連

と
し
て
も
目
配
り
し
て
行
き
た
い
。

ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
連
連
盟
の
立
上
げ
に
は

原
口
博
光
さ
ん
（
木
材
産
業
要
望
団
体
代
表
幹

事
）
に
大
変
ご
尽
力
を
頂
き
、
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
。
木
材
関
連
業
界
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
、
木
材
活
用
に
力
点
を
置
き
木
材
利
用

を
進
め
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を（
木
材
活
用
の
）シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
、タ
ー
ゲ
ッ

ト
イ
ヤ
ー
に
し
て
共
に
頑
張
っ
て
行
こ
う
で
は

な
い
か
！
」
と
、
力
強
く
挨
拶
を
行
な
っ
た
。

引
き
続
い
て
、
太
田
昭
宏
会
長
代
行
が
「
新

し
い
議
連
と
し
て
ス
タ
ー
ト
出
来
て
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。
私
も
国
交
大
臣
を
三
年
経
験

し
、木
材
が
色
ん
な
意
味
で
注
目
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
森
林
、
木
材
、
加
工
に
つ
い
て
全
体
像

の
中
で
推
進
す
る
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
が
必
要
で

あ
ろ
う
と
常
々
思
っ
て
い
た
。
一
階
は
Ｒ
Ｃ
だ

が
木
造
五
階
建
て
の
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
、
木

造
三
階
建
て
の
学
校
建
築
、
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
遣
る
と
云
う
事
も
あ
ろ

う
。
木
は
安
ら
ぎ
効
果
も
あ
る
…
。
今
日
は
各

其
々
が
一
堂
に
介
し
、
新
し
い
エ
ン
ジ
ン
を

も
っ
て
推
進
し
て
行
く
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
。

協
力
し
て
頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶
し
、
会
場
に
集

う
参
加
者
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

次
に
、
稲
津 

久
事
務
局
次
長
に
よ
り
ウ
ッ

ド
レ
ガ
シ
ー
議
員
連
盟
の
運
動
方
針
と
も
云
う

べ
き
決
議
文
（
案
）
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

即
ち
、『
木
の
総
合
文
化（
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
）

を
推
進
す
る
議
員
連
盟　

決
議
案　

平
成
２
９

▲ウッドレガシー議員連盟
幹事長の原田義昭議員
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▲会長の衛藤征士郎議員

▲会長代行の太田昭宏議員

▲政府側として各省庁からも多数参加



年
４
月
４

日　

東
京

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ

る
２
０
２
０
年
（
平
成
32
年
）
３
月
21
日
（
国

連
が
定
め
た｢

国
際
森
林
の
日｣

）
に
国
際
木

文
化
学
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
な
ど
と
の
共
催
に
よ

り
、
国
際
大
会
を
開
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
中

長
期
的
に
次
の
様
な
事
業
を
推
進
す
る
。

①
木
の
レ
ガ
シ
ー
記
念
式
典
の
開
催
、
②
世

界
各
国
の
関
係
者
の
参
加
を
得
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
③
神
社
仏
閣
や

新
た
な
木
造
建
築
・
施
設
の
紹
介
、
④
家
具
・

建
具
・
伝
統
工
芸
品
・
木
工
機
械
等
の
展
示
会

の
開
催
、
⑤
記
念
植
樹
等
を
全
国
的
に
展
開
、

⑥
海
外
の
政
府
機
関
・
団
体
と
の
協
賛
、
協
力

を
得
て
世
界
各
地
の
木
の
文
化
に
関
わ
る
工
芸

品
、
音
楽
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
等
の
紹
介
、

⑦
「
木
育
」
の
普
及
と
推
進
、
⑧
そ
の
他
関
連

す
る
事
業

こ
れ
ら
各
種
事
業
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、

２
０
１
７
年
度
中
（
平
成
29
年
度
中
）
に
、
関

係
省
庁
等
の
主
導
に
よ
り
、
そ
の
基
本
理
念
・

基
本
計
画
・
実
行
体
制
等
を
検
討
し
、
取
り
纏

め
を
行
う
た
め
の
有
識
者
に
よ
る
「
国
内
委
員

会
」（
仮
称
）
を
別
途
組
織
す
る
事
。

以
上
決

議
す
る
。』

と
の
決
議

文
は
万
雷

の
拍
手
で

以
っ
て
承

認
さ
れ
、

採
択
さ
れ
た
。

さ
て
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
員
連
盟
の
設
立

総
会
に
は
内
閣
官
房
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労

働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交

通
省
、
環
境
省
か
ら
18
人
の
出
席
者
が
政
府
側

と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
。

政
府
代
表
挨
拶
と
し
て
林
野
庁
長
官
の
今
井 

敏
氏
が
立
ち
、「
木
の
総
合
文
化
を
推
進
す
る

議
員
連
盟
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
連
が
設
立
さ

れ
た
事
、
木
の
行
政
に
携
わ
る
役
所
と
し
て
は

大
変
心
強
く
、
今
後
先
生
方
か
ら
の
ご
指
導
ご

支
援
を
切
に
お
願
い
し
た
い
。
２
０
２
０
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

を
ま
た
と
な
い
機
会
と
捉
え
、
木
の
総
合
文
化

の
普
及
啓
蒙
、
木
材
活
用
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
行
く
と
受
け
止
め
さ
せ
て
頂
い
た
。

昨
年
、
新
国
立
競
技
場
の
デ
ザ
イ
ン
が
木
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
、

森
林
林
業
木
材
産
業
行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て

は
非
常
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
木
材
利
用
拡
大
の
契
機
と

し
て
、
長
く
培
わ
れ
た
日
本
の
木
の
文
化
、
木

材
加
工
等
の
高
い
技
術
水
準
を
世
界
に
向
け
て

発
信
す
る
機
会
に
し
た
い
と
考
え
、
関
係
省
庁

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
色
々
進
め
て
い
る
。

本
日
、
各
省
庁
の
横
串
を
刺
す
よ
う
な
木
の

総
合
文
化
を
推
進
す
る
と
云
う
切
り
口
の
議
連

の
発
足
に
よ
る
後
押
し
で
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

今
後
、一
層
、関
係
省
庁
と
の
連
携
を
取
り
合
っ

て
、
木
の
関
連
施
策
の
推
進
に
当
た
る
つ
も
り

で
あ
る
。
先
生
方
の
益
々
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

願
う
」
と
、
決
意
と
謝
意
を
述
べ
た
。

ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
員
連
盟
設
立
総
会
は
更

に
続
い
て
、
学
識
者
に
よ
る
基
調
講
演
へ
と

移
っ
た
。

ま
ず
、
日
本
木
材
学
会
元
会
長
で
東
京
農
工

大
学
名
誉
教

授
の
服
部
順

昭
氏
が
「
木

材
利
用
の
意

義
と
利
用
技

術
の
現
状
・

展
望
」
の

テ
ー
マ
で
講

演
し
た
。

講
演
の
中

で
服
部
順
昭

氏
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
を

減
ら
す
上
に
も
木
材
を
使
う
必
要
が
あ
る
と
語

り
、
木
材
の
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
、
ケ
ミ
カ
ル
利

用
、サ
ー
マ
ル
利
用
に
つ
い
て
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
、

木
材
繊
維
を
利
用
し
た
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
開
発
事
例
、

木
造
耐
火
技
術
を
活
用
し
て
都
市
部
の
木
造
化

の
可
能
性
を
示
し
、
今
後
は
Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
手
法
を
活
用
し
て

木
質
化
を
推
進
す
べ
き
だ
と
提
言
し
、
最
後
に

「
木
は
素
晴
ら
し
い
」
と
、
締
め
括
っ
た
。

続
い
て
、
２
０
０
７
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

設
立
し
たInternational W

ood Culture 
Socirty

（
国
際
木
文
化
学
会
）
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
、
２
０
１
３
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
設
立
さ

れ
たW

orld W
ood D

ay Foundation

（
ワ
ー

ル
ド
・
ウ
ッ
ド
・
デ
イ
基
金
会
）
の
委
員
兼
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
マ
イ
ク
・
ウ
ェ
ン
ー
ピ
ン
・

ホ
ウ
（M

ike W
en-Pin H

ou

）
氏
が
「
持
続

可
能
な
未
来
に
繋
げ
る
木
の
文
化
―
Ｗ
ｏ
ｏ
ｄ

　

ｉ
ｓ　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
、

文
化
的
な
視
点
か
ら
見
る
木
の
良
さ
を
研
究
、

教
育
の
促
進
と
、
木
を
使
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
、

社
会
活
動
、
自
然
環
境
等
の
価
値
観
を
育
み
、

持
続
可
能
な
木
の
文
化
を
未
来
へ
繋
げ
て
行
く

為
の
、「
３
月
21
日
ワ
ー
ル
ド
・
ウ
ッ
ド
・
デ
イ
」

イ
ベ
ン
ト
を
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
中
国
、
ト
ル
コ
、

ネ
パ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
に
続
い
て
日
本
で
の
開

催
を
呼
び
掛
け
た
。
日
本
語
通
訳
は
、
２
０
１

１
年
か
ら
国
際
木
文
化
学
会
特
別
研
究
員
で
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ト
・
チ
ャ
ー
フ
ァ
ー
・
リ
ー
（Charlotte,Chia-

H
ua Lee

）女
子
が
担
当
し
、両
講
演
内
容
に
会

場
か
ら
理
解
と
共
感
の
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

こ
こ
で
、
司
会
者
よ
り
会
場
か
ら
の
質
問
・

意
見
を
受
け
付
け
た
処
、
奈
良
４
区
選
出
の
田

野
瀬
太
道
衆
議
院
議
員
よ
り
「
奈
良
県
の
吉
野

か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
が
、
林
業
の
成
長
化
に

向
け
て
政
治
生
命
を
掛
け
て
行
き
た
い
。
そ
も

そ
も
日
本
で
は
木
の
文
化
観
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
。
八
百
万
の
神
の
中
で
も
３
貴
人
の
一
人

で
あ
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
木
を
つ
く
っ
た

と
い
う
話
す
ら
知
ら
な
い
。
教
育
が
大
事
だ
。

山
の
機
能
は
人
が
手
を
入
れ
続
け
な
い
と
保
て

な
い
。（
世
情
は
）
全
国
で
木
を
使
わ
な
い
様

の
真
逆
の
取
組
み
が
横
行
し
て
い
る
気
が
す

る
。（
実
は
）
木
を
使
う
事
が
環
境
に
良
い
事

を
議
連
で
（
よ
り
強
く
）
発
信
し
て
頂
き
た
い
」

と
の
要
望
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

さ
て
、
講
演
会
に
続
い
て
後
は
、
関
連
業
界

団
体
（
12
団
体
）
を
代
表
し
て
木
材
産
業
要
望

活
動
団
体
代
表
幹
事
の
原
口
博
光
氏
と
日
本
合

板
工
業
組
合
連
合
会
会
長
の
井
上
篤
博
氏
が
挨

拶
を
行
な
っ
た
。

ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
員
連
盟
設
立
の
事
務
局

で
も
あ
る
原

口
博
光
氏

は
、「
ウ
ッ

ド
レ
ガ
シ
ー

議
員
連
盟
の

発
足
は
、
日

▲政府代表挨拶をする
林野庁の今井敏長官

▲講演者の服部順昭・東
京農工大学名誉教授

▲講演者のマイク・ウェ
ンーピン・ホウ氏

▲要望意見を述べる
　田野瀬太道議員

▲事務局次長の稲津久議員
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本
に
と
り

画
期
的
な

取
組
み

で
、
皆
様

に
大
変
感

謝
申
し
上

げ
た
い
。

地
球
温
暖

化
の
防
止

と
云
う
命

題
の
鍵
は

森
林
保
護

と
木
材
利

用
の
両
立
に
あ
る
。
木
を
植
え
る
為
に
は
伐
る

事
が
重
要
。
そ
こ
で
21
世
紀
の
成
長
産
業
と
し

て
の
（
持
続
的
な
）
木
材
産
業
の
在
り
方
、
特

に
政
策
で
は
資
源
の
循
環
利
用
を
重
視
し
、
国

民
全
体
へ
認
識
さ
せ
た
国
民
運
動
と
し
て
盛
り

上
げ
て
行
く
事
が
大
事
で
あ
る
。
大
き
な
課
題

と
し
て
木
と
環
境
、
教
育
と
い
う
関
連
し
た
捉

え
方
が
必
要
で
政
界
、
官
界
、
学
界
、
産
業
界

一
体
と
な
っ
て
の
取
組
み
が
不
可
欠
。
皆
様
の

ご
指
導
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
た
い
」
と
、
挨

拶
し
た
。

最
後
に
、
木
材
製
品
製
造
業
界
を
代
表
し
て

挨
拶
し
た
井
上
篤
博
氏
は
、「
我
が
国
は
森
林

大
国
で
、
国
土
の
約
68
％
の
森
林
は
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
に
次
い
で
2
位
。
人
工
林
の
比
率
は
41
％

で
中
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
を
超
え
て
世
界
1
位
。
に
も
拘
わ
ら
ず
人
口

一
人
当
た
り
の
木
材
の
利
用
量
が
０
・
６
m3

と

少
な
い
。
こ
れ
を
打
開
す
る
に
は
木
材
の
活
用

が
大
事
で
、
丸
太
の
ま
ま
使
う
事
例
も
あ
る
が

基
本
的
に
は
製
材
、
集
成
材
に
し
て
柱
に
し
た

り
、
合
板
、
繊
維
板
と
い
う
面
材
に
し
て
使
う
。

立
派
な
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
云
う
イ
ン
テ
リ
ア
、

或
い
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と
い
う
エ
ク
ス
テ
リ
ア

と
し
て
、更
に
家
具
や
建
具
と
し
て
加
工
す
る
。

木
材
の
目
に
見
え
な
い
使
い
方
と
し
て
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
型
枠
コ
ン
パ
ネ
、
屋
根
や
壁
に

覆
わ
れ
て
し
ま
い
目
に
触
れ
な
い
構
造
用
合
板

も
あ
る
。
見
え
る
所
、
見
え
な
い
所
で
の
木
材

の
使
用
量
を
高
め
て
行
く
事
が
重
要
で
あ
る
。

ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
議
員
連
盟
が
創
設
さ

れ
、
木
材
製
品
生
産
団
体
と
し
て
は
こ
れ
か
ら

も
技
術
の
研
鑽
を
積
み
上
げ
、
よ
り
高
品
質
な

製
品
を
よ
り
安
定
的
に
生
産
・
供
給
出
来
る
事

を
お
誓
い
申
し
上
げ
た
い
」
と
、
挨
拶
の
中
で

感
謝
の
意
を
語
っ
た
。

以

上
、

ウ
ッ
ド
レ
ガ

シ
ー
議
連
設

立
総
会
は
全

て
の
式
次
第

を
終
了
し
、

無
事
閉
会
し

た
。こ
の
後
、

同
じ
場
所
で

参
加
者
に
よ

る
懇
親
会
が

催
さ
れ
、
互

い
の
結
束
を

確
認
し
あ
っ
て
晴
や
か
に
散
会
し
た
…
。
本
誌

と
し
て
も
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
員
連
盟
の
今

後
の
活
躍
を
見
守
り
、
随
時
発
信
し
て
行
き
た

い
。ウ

ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
議
員
連
盟
参
加
の
関
連
業

界
団
体
及
び
代
表
者
名
（
敬
称
略
）
＝
①
木
材

産
業
要
望
活
動
団
体 

代
表
幹
事
・
原
口
博
光

／
事
務
局
長
・
川
喜
多 

進 

②
日
本
合
板
工
業

組
合
連
合
会 

会
長
・
井
上
篤
博 

③
日
本
繊
維

板
工
業
会 

会
長
・
澤
木
良
次 

④
日
本
合
板
商

業
組
合 

理
事
長
・
足
立
建
一
郎 

⑤
（
一
社
）

全
国
建
具
組
合
連
合
会 

理
事
長
・
佐
田
時
信 

⑥
東
京
都
家
具
工
業
組
合 

理
事
長
・
山
口
貞

雄 

⑦
全
国
天
然
木
化
粧
合
単
板
工
業
協
同
組

合
連
合
会 

会
長
・
松
尾
和
俊 

⑧
日
本
機
械
鋸
・

刃
物
工
業
会 

理
事
長
・
渡
邉
將
人 

⑨
全
日
本

木
工
機
械
商
業
組
合 

理
事
長
・
桑
原
柾
人 

⑩

（
一
社
）
日
本
木
工
機
械
工
業
会 

理
事
長
・
井

本
希
孝 

⑪
日
本
複
合
・
防
音
床
材
工
業
会 

会

長
・
海
堀
哲
也 
⑫
日
本
木
造
住
宅
耐
震
補
強

事
業
者
協
同
組
合 
理
事
長
・
小
野
秀
男
。

「
木
の
総
合
文
化
（
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
）
を

推
進
す
る
議
員
連
盟
」
規
約

（
名
称
）
第
1
条　

本
連
盟
は
、「
木
の
総
合

文
化
（
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
）
を
推
進
す
る
議
員

連
盟
」
と
称
す
る
。

（
目
的
）
第
2
条　

本
連
盟
は
、
２
０
２
０

年
開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東

京
大
会
の
成
功
に
向
け
、日
本
の
「
木
の
文
化
」

を
世
界
に
発
信
し
、
木
を
使
用
し
た
競
技
施
設

な
ど
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
の
活
用
、
森

林
整
備
の
重
要
性
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
木

材
利
用
の
促
進
な
ど
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
「
木
の
文
化
」
の
国
内
外
の
交
流
、
イ
ベ
ン

ト
や
事
業
な
ど
を
展
開
し
、「
木
の
総
合
文
化
」

の
普
及
・
啓
蒙
及
び
木
材
活
用
の
推
進
な
ど
に

つ
い
て
積
極
的
な
取
組
み
を
図
る
も
の
と
す

る
。（構

成
）
第
3
条　

本
連
盟
は
前
条
の
目
的

に
賛
同
す
る
自
由
民
主
党
及
び
公
明
党
所
属
の

国
会
議
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（
役
員
）
第
４
条　

本
連
盟
に
次
の
役
員
を

置
く
。
会
長
１
名　

会
長
代
行
１
名　

副
会
長

若
干
名　

幹
事
長
２
名　

事
務
局
長
２
名

（
顧
問
・
相
談
役
）第
５
条　

本
連
盟
に
顧
問
・

相
談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
）
第
６
条　
　

本
連
盟
は
、
第
２
条

の
目
的
を
達
す
る
必
要
な
事
業
を
行
う
。

（
会
議
）
第
７
条　

本
連
盟
の
会
議
は
次
の

と
お
り
と
し
、
会
長
が
召
集
し
、
議
長
と
な
る
。

　

総
会　

年
１
回　
　

役
員
会　

随
時

懇
談
会　

随
時

（
経
費
）
本
連
盟
の
経
費
は
会
費
及
び
寄
付

金
を
も
っ
て
充
て
る
。
会
費
は
議
員
の
歳
費
か

ら
拠
出
し
月
１
０
０
円
と
す
る
。

（
細
則
）
第
９
条　

本
連
盟
の
運
営
上
必
要

な
細
則
は
会
長
が
定
め
る
。

▲無事設立総会を終えて乾杯！

▲挨拶する木材産業要望団
体事務局長の川喜多進氏

▲施策説明する経産省課
長補佐の服部嘉博氏

▲木材産業要望団体代表幹
事の原口博光氏

▲日本合板工業組合連合
会理事長の井上篤博氏
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